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審
議
し
た
主
な
議
案

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

１９

２
月　

日
の
本
会
議
で
設
置
し
た

２２

議
長
を
除
く
全
議
員
（　

名
）
で

２３

構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
審
査
し
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も
の

は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
連
続
立
体
交

差
事
業
負
担
金
の
約
９
億
４
千　
１００

万
円
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

分
担
金
１
億
９
千　

万
円
、
同
再

８００

開
発
事
業
に
係
る
区
画
道
路
な
ど

の
整
備
に
要
す
る
負
担
金
１
億
４

千　

万
円
、
東
小
金
井
駅
北
口
土

６０３
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
土
地

の
評
価
な
ど
の
委
託
料
や
用
地
取

得
費
約
２
億
５
千　

万
円
、
連
雀

６００

通
り
前
原
坂
上
交
差
点
東
か
ら
第

一
小
学
校
交
差
点
東
ま
で
の
区
間

を
拡
幅
整
備
す
る
た
め
の
経
費
約

４
億
２
千
万
円
、
市
内
小
・
中
学

校
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事
な
ど
学

校
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
約　
１０

億
８
千　

万
円
な
ど
で
す
。

１００

　

な
お
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

２０

は
、（
仮
称
）
新
焼
却
施
設
建
設
場

所
選
定
等
市
民
検
討
委
員
会
委
員

の
増
員
に
伴
う
謝
礼
、
生
ご
み
減

量
化
処
理
機
器
購
入
費
補
助
金
な

ど
を
増
額
す
る
た
め
に
、
４
千　
４２５

万
円
を
増
額
す
る
予
算
の
訂
正
が

市
長
か
ら
出
さ
れ
、
最
終
的
な
予

算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額

と
比
べ
て
、
約
６
％
減
の　

億
２

３４１

千　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

９２５

　

ま
た
、
同
日
の
本
会
議
で
は
、

再
開
発
事
業
や
区
画
整
理
事
業
に

関
す
る
予
算
な
ど
を
削
減
、
生
活

保
護
法
外
援
護
事
業
に
関
す
る
予

算
な
ど
を
増
額
す
る
組
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
市
長
が
提
案

し
た
予
算
案（
原
案
）の
採
決
を
行

い
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
補
正

１８

予
算
２
件
、
特
別
会
計
補
正
予
算

５
件
及
び
平
成　

年
度
の
各
特
別

１９

会
計
予
算
５
件
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
に
お
け
る
一
般
会

１８

計
予
算
の
最
終
的
な
補
正
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
予
算
項
目
の
執
行

状
況
等
に
応
じ
て
予
算
額
の
増
減

を
行
う
計
数
の
整
理
が
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
の
予
算
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
、
医
療
保
険
制
度
改
正
に

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
を
対
応
さ
せ

る
改
修
費
用
、
都
道　

号
線
の
用

１３４

地
取
得
に
伴
う
物
件
補
償
費
、
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
の
再
開
発
事
業

の
分
担
金
は
、
年
度
内
に
予
算
が

執
行
で
き
な
い
た
め
、
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
繰
越
明
許
費
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
取
得
費
、
中
間
処
理
場
の

事
務
所
棟
を
新
築
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
複
数
年
度
に
ま
た
が
っ

て
予
算
を
執
行
す
る
債
務
負
担
行

為
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
の
財
政
負
担
に

備
え
る
財
政
調
整
基
金
、
職
員
の

大
量
退
職
に
備
え
る
退
職
手
当
基

金
、
庁
舎
建
設
の
基
金
、
今
後
の

ご
み
行
政
に
係
る
負
担
を
考
慮
し

た
環
境
基
金
等
の
積
み
増
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

補
正
予
算
の
特
徴
は
、
財
政
調

整
基
金
に
５
億
円
、
職
員
退
職
手

当
基
金
に
２
億
円
、
庁
舎
建
設
基

金
に
３
千
万
円
積
み
立
て
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
庶
民
負
担

増
が
一
気
に
押
し
寄
せ
、
市
民
に

は
国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
を
行
い
、
そ
の
中
で
増
え
た
税

収
を
基
金
に
積
み
立
て
る
補
正
予

算
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

赤
字
債
の
臨
時
財
政
対
策
債
は

発
行
可
能
額
よ
り
１
億
円
減
額
さ

れ
た
。
さ
ら
に
平
成　

年
度
末
に

１８

は
、
退
職
手
当
基
金
と
財
政
調
整

基
金
が
そ
れ
ぞ
れ
８
億
円
、　

億
１５

円
と
な
り
、
今
後
の
財
政
運
営
の

堅
実
性
が
増
し
た
。
環
境
基
金
を

積
み
増
し
た
こ
と
は
、　

年
後
の

１０

焼
却
施
設
建
設
に
向
け
て
の
積
極

的
な
姿
勢
と
い
え
る
。

 　

こ
の
条
例
は
、
文
化
芸
術
振
興

基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

市
に
潜
在
す
る
豊
富
な
文
化
資
源

の
有
効
活
用
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
芸
術

文
化
の
振
興
の
た
め
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
文
化
の
概
念

を
芸
術
文
化
に
特
化
し
た
も
の
と

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
条
例
は

多
摩
地
区
で
は
初
め
て
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
市
と
市
民
及
び
文
化

団
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
も

と
で
協
働
の
上
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
こ
と
な
ど
で
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

市
内
在
住
の
多
く
の
文
化
人
、

文
化
を
愛
す
る
市
民
に
と
っ
て
、

待
ち
に
待
っ
た
条
例
で
あ
る
。
策

定
過
程
で
は
公
募
市
民
を
交
え
た

芸
術
文
化
振
興
条
例

委
員
会
が
開
か
れ
、
一
般
市
民
に

門
戸
を
開
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
さ
れ
て
、
市
民
の
声
が
正

し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
将
来
、

芸
術
文
化
の
豊
か
な
恵
み
が
多
く

の
市
民
に
行
き
渡
る
こ
と
を
願
う
。

 　

市
の
単
独
事
業
と
し
て
、
現
在

３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
方
に
係
る
所
得
制
限
の
適

用
を
除
外
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
子
育
て
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

所
得
制
限
の
適
用
除
外
を
義
務
教

育
就
学
前
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
方
に
ま
で
、
拡
大
す
る
こ
と

を
主
な
内
容
と
し
た
改
正
で
す
。

　

な
お
、
本
条
例
は
平
成　

年　
１９

１０

月
か
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

小
金
井
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

反
対
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

生
き
る
た
め
に
必
要
な
費
用
は

無
料
化
す
べ
き
だ
が
、
国
は
難
病

者
医
療
費
助
成
カ
ッ
ト
な
ど
逆
行

し
て
い
る
。
乳
幼
児
医
療
費
に
偏

っ
た
所
得
制
限
廃
止
は
市
の
限
ら

れ
た
予
算
の
優
先
課
題
で
は
な
い
。

過
剰
で
安
易
な
医
療
や
薬
へ
の
依

存
が
助
長
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。

労
働
環
境
の
改
善
や
多
様
な
相
談

体
制
の
充
実
こ
そ
が
必
要
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
起
子
（
公
明
党
）

　

市
議
会
公
明
党
の
提
案
で
子
育

て
支
援
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
平

成　

年
度
に
乳
幼
児
の
医
療
費
無

１３
料
化
（
所
得
制
限
な
し
）
を
０
歳

に
、
平
成　

年
度
か
ら
は
３
歳
未

１７

満
児
ま
で
拡
充
し
て
き
た
。
子
育

て
世
代
で
一
番
要
望
の
高
い
こ
と

だ
け
に
、　

年
度
か
ら
就
学
前
ま

１９

で
拡
充
す
る
市
長
の
英
断
を
高
く

評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
ご
み
施
設
へ
の
市
長
の
対
応

で
は
ご
み
を
受
け
入
れ
る
各
市
や

候
補
地
周
辺
住
民
の
非
難
に
応
え

き
れ
な
い
。
国
分
寺
市
と
の
ご
み

処
理
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
検
討
を

求
め
る
。
�
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
取
得
日
程
の
遅
れ
の
責
任
を
隠

蔽
し
て
い
る
。
�
格
差
是
正
や
温

暖
化
防
止
策
が
不
十
分
。
な
ど
の

理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

予
算
規
模
は　

億
２
千　

万
円

３４１

９２５

で
、
市
税
は　

億
５
千
万
円
の
増

１２

と
自
主
的
財
源
の
拡
充
と
な
っ
た
。

　

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
中
、

人
件
費
の
割
合
は　

・
４
％
と
な

２４

り
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
で
も

人
件
費　

万
円
減
、
職
員
給
１
億

５００

５
千
万
円
減
と
更
な
る
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
本
予
算
執
行
を

稲
葉
市
長
が
す
る
こ
と
を
願
っ
て
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

第
１
は
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

市
民
生
活
を
守
る
対
策
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
。
第
２
に
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
、
東
小

金
井
駅
北
口
区
画
整
理
事
業
な
ど

住
民
の
合
意
が
不
十
分
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
第
３
に
新
焼
却
施
設
の

問
題
で
、
ご
み
の
安
定
的
な
処
理

に
不
安
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

公
会
堂
に
代
わ
る
新
た
な
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
の
着
工
も
目
前
と

な
り
、
そ
の
関
連
事
業
費
が
予
算

化
さ
れ
た
。
一
方
、
国
分
寺
市
や

近
隣
市
に
可
燃
ご
み
の
支
援
を
お

願
い
す
る
の
で
、
今
以
上
の
減
量

を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
用
の
電

動
生
ご
み
処
理
機
１
千
台
以
上
の

購
入
費
補
助
の
費
用
が
計
上
さ
れ

る
な
ど
不
可
欠
の
予
算
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
秀
貴
（
民
主
党
）

　

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、

乳
幼
児
医
療
の
所
得
制
限
の
全
廃
、

待
機
児
解
消
の
た
め
民
間
保
育
所

補
助
金
の
増
額
、
生
ご
み
減
量
化

処
理
機
器
購
入
費
補
助
金
を
大
幅

に
増
額
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
す

る
。
ご
み
問
題
は
、
議
会
、
行
政
、

市
民
が
、
皆
で
協
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
。

� ������������������������������� 　

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

場
所
に
つ
い
て
市
民
の
合
意
に
よ

り
決
定
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会

を
条
例
で
設
置
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

市
長
が
提
案
し
た
要
綱
と
の
違

い
は
、
委
員
会
の
名
称
を
焼
却
場

か
ら
可
燃
ご
み
処
理
施
設
と
す
る
、

所
掌
事
項
に
処
理
方
式
の
比
較
考

量
の
項
目
の
追
加
、
委
員
定
数
を

　

人
か
ら　

人
へ
変
更
す
る
、
公

２７

３１

募
委
員
の
抽
選
を
公
開
で
行
う
等

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
建
設
場

所
選
定
等
市
民
検
討
委
員
会
設

置
条
例
（
議
員
提
案
）

で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

市
民
検
討
委
員
会
は
条
例
に
よ

る
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
賛
成
の

理
由
の
第
１
は
、
焼
却
に
限
定
し

な
い
検
討
が
出
来
る
。
第
２
は
、

所
掌
事
項
に
「
処
理
方
式
の
比
較

考
量
に
関
す
る
こ
と
」
を
明
記
し

て
い
る
。
第
３
は
、
委
員
数
を
増

や
し
て
い
る
。
第
４
は
、
新
可
燃

ご
み
処
理
施
設
市
民
会
議
と
の
協

議
を
位
置
付
け
て
い
る
。

 　

医
療
機
関
に
一
定
以
上
入
院
し

た　

歳
以
上
の
方
に
対
し
、
入
院

６５
見
舞
金
を
支
給
し
、
生
活
の
安
定

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。
東
京
都
の
老
人
医
療

費
助
成
事
業
に
準
じ
た
所
得
制
限

を
設
け
、
入
院
日
数
７
日
以
上　
６０

日
以
下
は
１
万
円
、　

日
以
上
の

６１

場
合
は
２
万
円
を
、
年
度
に
お
い

て
１
回
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
条
例
は
平
成　

年　
１９

１０

高
齢
者
入
院
見
舞
金
支
給
条
例

（
議　

員　

提　

案
）

月
実
施
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
間
の
増
税
、
医
療
制
度
改

革
な
ど
に
よ
る
負
担
増
で
、
高
齢

者
の
暮
ら
し
医
療
は
大
変
な
現
状

に
あ
る
。こ
う
し
た
中
で
、費
用
負

担
も
か
か
る
入
院
に
際
し
て
、
せ

め
て
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
は
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
励
ま
す

意
味
で
重
要
で
あ
る
。
三
多
摩
各

市
の
中
で
も
行
わ
れ
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
実
現
を
求
め
る
。

平

成　

年

度

一

般

会

計

予

算

１９

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
回
）

１８


